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療
）の
観
点
か
ら
の
教
訓（
１
．政
府
の
初

期
対
応
の
遅
れ　

２
．情
報
収
集
の
不

備
に
よ
る
対
応
の
混
乱　

３
．医
療
機
関

＜

医
療
者
含
む＞

の
被
害　

４
．医
療

調
整
対
応
機
能
の
欠
落　

５
．外
部
か

ら
の
支
援
の
遅
れ
）が
生
か
さ
れ
て
き
た

の
か
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
り
課
題
を
述

べ
ま
し
た
。
同
震
災
か
ら
72
年
後
の
阪

神
淡
路
大
震
災（
以
下
、「
阪
神
」と
い
う
）

に
お
い
て
は
、
不
幸
に
も
同
様
の
問
題

が
生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
大
友
先
生
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
教
訓
が
風
化

さ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
と
指
摘
。

ま
た
、「
阪
神
以
降
、
自
然
災
害
対
応
は

格
段
の
進
歩
を
遂
げ
た
が
、『
机
上
の
空

論
』の
わ
な
に
は
ま
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
強
調
し
、
防
災
訓
練
に
お
け
る
現
状

に
そ
ぐ
わ
な
い
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、

「
訓
練
実
施
自
体
が
目
的
に
な
っ
て
い
な

い
か
、
常
に
自
問
す
る
こ
と
が
必
要
で

さ
い
。

研
修
会
の
冒
頭
、
白
井
座
長
は「
健

康
危
機
管
理
の
Ｌ
と
な
る
人
材
育
成
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。
保
健

所
長
は
Ｌ
と
な
る
立
場
、
Ｌ
を
育
成
す

る
立
場
に
あ
る
。
こ
の
研
修
会
で
も
、

危
機
発
生
時
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
／
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
に

基
づ
い
て
実
際
に
行
動
で
き
る
能
力
を

築
い
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
ま
し

た
。「
能
登
半
島
地
震
」に
お
い
て
、
富
山

県
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
が
先
遣
隊
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
任
務
に
当
た
ら
れ
た
小
倉
憲
一

中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
活
動

報
告
と
と
も
に
、
以
下
、
４
人
の
講
師

か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

関
東
大
震
災
１
０
０
年　

―
我
々

は
、
そ
の
教
訓
を
生
か
せ
た
の
か
―

大
友
康
裕
先
生（
独
立
行
政
法
人
国

立
病
院
機
構
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院

長
）は
、
同
震
災
か
ら
１
０
０
年
を
経
過

し
た
現
在
ま
で
、
人
命
救
助（
災
害
医

あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、
自
然

災
害
対
応
に
対
し
災
害
対
応
の
中
で
も

実
例
が
少
な
い
テ
ロ
・
Ｎ
Ｂ
Ｃ
対
応
に

つ
い
て「
机
上
の
空
論
」の
ハ
イ
リ
ス
ク

が
あ
る
と
危
惧
の
念
を
抱
か
れ
ま
し
た
。

●
地
域
の
健
康
危
機
管
理

リ
ー
ダ
ー
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に

奥
田
博
子
先
生（
国
立
保
健
医
療
科

学
院
健
康
危
機
管
理
研
究
部
上
席
主
任

研
究
官
）は
、
保
健
師
に
よ
る
今
後
の
健

康
危
機
管
理
活
動
の
展
望
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

初
め
に
、
健
康
危
機
に
お
け
る
保
健

所
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化
の
た

め
、
保
健
所
の「
統
括
保
健
師
」の
役
割

（
保
健
所
長
を
補
佐
し
、
関
連
部
署
の

職
員
を
取
り
ま
と
め
、
健
康
危
機
へ
の

備
え
や
発
生
時
の
対
処
等
の
事
務
を
総

括
す
る
）が
期
待
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。
次
に
、
健
康
危
機
管

理
の
経
験
の
検
証
と
し
て
Ａ
Ａ
Ｒ

（A
fter A

ction Review

）が
用
い
ら
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
今
後
に
生

か
す
検
証
手
法
で
あ
り
、
評
価
手
法
で

は
な
い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、

支
援
活
動
の
検
証
事
例
と
し
て
、
神
戸

市
と
宮
城
県
の
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
健
康
危
機
管
理
に
お
い
て

は
じ
め
に

令
和
５
年
度
全
国
保
健
所
長
会
研
修

会
は
、
６
年
１
月
22
日（
月
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
地
域
の
健
康
危
機
管
理
の

リ
ー
ダ
ー（
以
下
、「
Ｌ
」と
い
う
）と
な
る

人
材
育
成
」を
全
体
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
１

日
の
み
の
日
程
で
４
年
ぶ
り
に
参
集
の

み
で
行
い
ま
し
た
。

小
倉
憲
一
研
修
担
当
常
務
理
事
の
進

行
に
よ
り
、
内
田
勝
彦
会
長
な
ら
び
に

厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局　

山

本
英
紀
健
康
課
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
午
後
に
は「
地
域
の
健
康
危
機

管
理
の
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
こ
と
と

は
？
」を
テ
ー
マ
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た（
座
長
：
白
井
千
香
副
会
長
、
石

原
美
千
代
研
修
担
当
副
常
務
理
事
、
鉄 

治
研
修
担
当
理
事
）。
研
修
会
資
料
は

全
国
保
健
所
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.phcd.jp

）を
ご
覧
く
だ

応
で
は
複
数
の
意
思
決
定
主
体
が『
状

況
認
識
の
統
一
』を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
連
携
で
き
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
形
成（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
て
最
大

限
の
成
果
を
効
率
的
に
得
ら
れ
る
状

況
）が
求
め
ら
れ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
先
を
見
通
し
な
が
ら
災
害
発
生

後
に
も
次
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
有
効
で

あ
る
。
危
機
管
理
に
お
い
て
は
、
時
々

刻
々
と
変
化
す
る
情
報
の
管
理
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、情
報
の
連
携（
共
有
）

は
必
須
で
あ
り
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
く

た
め
に
は
訓
練
が
必
要
で
あ
る
」と
述
べ

ま
し
た
。
最
後
に
、「
鮮
度
は
高
い
が
精

度
に
問
題
が
あ
る
デ
ー
タ
を
有
用
に
使

え
る
か
、
使
わ
せ
ら
れ
る
か
、
ベ
ス
ト

エ
フ
ォ
ー
ト
と
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

●�

地
域
の
健
康
危
機
管
理
の
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
こ
と
と
は
？　
（
次
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
て
）

永
田
高
志
先
生（
自
衛
隊
札
幌
病
院

救
急
部
部
長
）は
、
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
福
島
原
子
力
発
電
所
爆
発
事
故

に
係
る
対
応
、
２
０
１
７
年
に
実
施
さ

れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
対
応
訓
練
、
わ
が
国
で
２
０ 

１
８
年
に
実
施
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
政
府
対
策
本
部
運
営
訓
練
を

振
り
返
り
、「
従
来
の
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
一
般
災

害
向
き
で
あ
り
、
活
動
が
長
期
化
す
る

感
染
症
に
対
し
て
は
機
能
し
な
い
た
め
、

Scientific Support（
科
学
支
援
）を
新

た
に
加
え
、
数
か
月
間
の
長
期
に
わ
た

る
活
動
に
耐
え
得
る
組
織
運
用
の
確
立

が
必
要
で
あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
や
日
本

版
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
司
令
塔

機
能
を
果
た
す
た
め
に
は
、
統
合
指
揮

の
下
で
他
省
庁
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
症
の
危
機
・
緊
急
時
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り

方
と
し
て
、Ｃ
Ｄ
Ｃ
の「
感
染
症
の
危
機・

緊
急
時
に
お
け
る
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、「
Ｃ
Ｃ
」と
い
う
）

の
６
つ
の
原
則
」の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、「
災
害
対
応
に

お
い
て
、
情
報
は
公
共
に
対
し
て
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配

慮
し
つ
つ
発
信
・
共
有
さ
れ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
災
害
に
関
す
る
情
報
を

適
切
に
広
報
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
不

安
は
軽
減
し
、
社
会
混
乱
を
軽
減
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
」と
指
摘
。
そ
の
ほ

か
、「
Ｃ
Ｄ
Ｃ
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
中
に

は
指
揮
者
を
支
え
る
部
門
の
中
に
報
道

官Public Inform
ation O

ffi
cer

（
Ｐ
Ｉ

Ｏ
）が
存
在
し
て
お
り
、
他
の
災
害
や
緊

急
事
態
と
同
様
、
感
染
症
の
健
康
危
機

の
際
に
も
こ
の
報
道
官
の
果
た
す
役
割

が
重
要
」と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

●
総
合
討
論

参
加
者
か
ら
の
質
問（
情
報
が
不
確

実
な
中
で
の
意
思
決
定
、
Ｌ
Ｓ
を
発
揮

す
る
た
め
に
心
掛
け
る
こ
と
、
被
災
地

で
の
支
援
の
引
き
際
等
）に
つ
い
て
、
各

先
生
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

結
び
に

研
修
会
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
小
倉
所
長
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー

な
報
告
が
よ
か
っ
た
」「
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
危
機
管
理
の
リ
ー
ダ
ー
に
必
要

な
こ
と
が
習
得
で
き
た
」等
、
好
評
価
を

頂
き
ま
し
た
。

な
お
、
研
修
会
に
先
立
ち
、
社
会
医

学
系
指
導
医
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
育
成
に

関
す
る
委
員
会
の
山
本
委
員
長
・
横
山

副
委
員
長
か
ら
専
門
医
・
指
導
医
に
な

る
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
香
川
県
で
の
指
導

の
現
状
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
指
導

医
に
と
っ
て
有
意
義
な
講
習
会
で
し
た
。

令
和
５
年
度

全
国
保
健
所
長
会
研
修
会
報
告

 

宮
城
県
塩
釜
保
健
所
長
　
西
條 

尚
男

統
括
保
健
師
の
期
待
さ
れ
る
機
能
と
能

力
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ（
以
下
、

「
Ｌ
Ｓ
」と
い
う
）と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ

（
以
下
、「
Ｆ
Ｓ
」と
い
う
）の
関
係
性
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。「
Ｌ
Ｓ
は
重
要
だ
が
、

組
織
が
創
出
す
る
成
果
に
対
し
て
Ｌ
が

及
ぼ
す
影
響
は
10
～
20
％
に
す
ぎ
な

い
」と
の
こ
と
。
Ｆ
Ｓ
と
は「
自
律
的
か

つ
主
体
的
に
Ｌ
や
他
メ
ン
バ
ー
に
働
き

掛
け
支
援
す
る
こ
と
」で
あ
り
、
統
括
保

健
師
に
は
特
に
こ
の
要
素
が
重
要
と
指

摘
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｓ
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
組
織
や
リ
ー
ダ
ー
の
意
思
決
定

に
対
し
て“
あ
え
て
”
批
判
的
に
考
え
て

み
る「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ（
＝

批
判
的
思
考
）」が
必
要
と
述
べ
ま
し
た
。

●�

地
域
の
健
康
危
機
管
理
の
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
こ
と
と
は
？

畑
山
満
則
先
生（
京
都
大
学
防
災
研

究
所
巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

は
、
危
機
管
理
に
お
け
る
情
報
管
理
の

要
諦
を
述
べ
ま
し
た
。「
危
機
管
理
に
お

い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
読
み
解

き
、
状
況
・
条
件
に
適
し
た
行
動
を
取

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

災
害
対
応
で
は
不
十
分
な
リ
ソ
ー
ス
を

効
率
的
に
用
い
た
不
確
か
な
状
況
下
で

の
時
宜
に
か
な
っ
た
意
思
決
定
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
巨
大
災
害
に
係
る
対

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り


